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    	タイトル | スペクトルと虹の橋著者 | ロベルタ・メッツァバルバISBN | 979-12-20358-48-4


    	ロベルタ・メッツァバルバ


    	犬の忠誠心は 友情が永遠に続くことを教えてくれる。」


    	主人公


    	この本は のです


    	家に着いた


    	私は周りで動く姿を見て、音を感じ、3つの異なる未知の香りを嗅ぎました。


    	か分からないことを囁く声（ 理解できなかったが、素晴らしい音だった）が、私を眠りたくさせ、未知の音や香りの恐怖を和らげました。


    	感じました：それを噛み始めました。舌に温かくて甘い液体が入り、私のおなかに下っていくのを感じ、とても気持ちよかったです。


    	これが二本足の母親との最初の出会いでした。


    	再び私を支配しました。何かザラつきのある毛のないものに着地しましたが、不思議なことに柔らかかったです。


    	私をつかんで持ち上げた手は


    	そして、兄弟たちは？


    	新しい家族


    	近やってきたもの、が私の前に現れ、私の耳に触れ、その鼻を私の鼻に近づけました。


    	した、遊び、楽しむだろう！ 私は家と家族を見つけました


    	初めて泣いた夜、私を慰めたオスの匂いはもっと大きく、頭には暗くて短い毛がありました。彼は母犬の香りを撫で


    	影との出会い


    	う尾を持っていました。二本足の子犬が彼女に近づいて行きましたが、彼女の視線は私に注がれていました。彼女はゆっくりと歩み寄ってきました。彼女は私の母ではありませんでしたが、私と同じくらい四つん這いで歩いていました！私は彼女に近づくことを決意し、彼女もまた私に向かってゆっくり歩み寄りました


    	私の周りを一回りして、その後、濡れた鼻で私をくまなくかいで、地面に座りました。おそらく私が気に入ったのでしょう！だから私は彼女の周りを走り回って少し遊びまし


    	たが、彼女は動きませんでした


    	足の間に寝そべりました。彼女は私をそのままにしてくれました。私は日々新しいことを学び


    	はおとうさんが私を呼ぶと、私は尾を立てて振り向き、どこに


    	いてもすぐに走り寄りました。彼らの手にはいつも美味しいものがあり、愛撫も受けられることを確信していました。


    	トリックを聞き入れました。そして、私は彼女が私たちの周りにいる誰にでもどのように紹介してくれたか、そのことに非常に誇りを感じました。


    	その足のもつれから、白い毛の雲が立ち上がり、その猫は私たちから離れるべきだと理解しました。


    	疥癬


    	れない、と言っていました。私は彼らが言っていることの多くを理解していませんでした。ただ、大きな不快感を感じ、それを解決する必要があることだけを知っていました


    	呼んで背を向ける人もいました。私は床にもおしっこをしてしまいました…


    	もし父や母が一緒にいなかったら、私は恐怖で死んでしまうかもしれないと思いました


    	私は悲しかったです。帰り道


    	母が水でいっぱいの洗面器で私を洗うときは楽しかったです。石鹸は少し臭いましたが、それも私を良くさせるためかもしれないと思いました。彼女は私に対してとても忍耐強く、私が泣くのを聞いたり、家の壁に擦り付けてかくところを見たりすると、いつも私をなでて慰めてくれました。


    	は私の背中にふっくらと生え


    	。しかし、彼らには吠えませんでした。ただ風を受けながら、フェンスに制限された場所まで彼らを追いかけていました。母が最初に家に帰ってきて、私と影に与える良いものをいつも持っていました。愛撫と、静けさの中で風が葉の間を吹き抜け、星々が空を覆うときのような声でした。


    	成長するにつれて学び


    	本当に楽しかったです。食事の時間になると、母または父が私とオンブラのためによく温かい食事を持ってきてくれました。私はそれが大好きでした。オンブラはよく私のボウルから食べ物を盗んでいました。彼女はいつも食欲旺盛で、そのために巨大になり、あまり走りませんでしたが、私は彼女をとても愛していました！



OEBPS/cover.jpeg
AORILY - XwW 7 /LIN






OEBPS/nav.xhtml

    
  
    		タイトル | スペクトルと虹の橋著者 | ロベルタ・メッツァバルバISBN | 979-12-20358-48-4


    		ロベルタ・メッツァバルバ


    		犬の忠誠心は 友情が永遠に続くことを教えてくれる。」


    		主人公


    		この本は のです


    		家に着いた


    		私は周りで動く姿を見て、音を感じ、3つの異なる未知の香りを嗅ぎました。


    		か分からないことを囁く声（ 理解できなかったが、素晴らしい音だった）が、私を眠りたくさせ、未知の音や香りの恐怖を和らげました。


    		感じました：それを噛み始めました。舌に温かくて甘い液体が入り、私のおなかに下っていくのを感じ、とても気持ちよかったです。


    		これが二本足の母親との最初の出会いでした。


    		再び私を支配しました。何かザラつきのある毛のないものに着地しましたが、不思議なことに柔らかかったです。


    		私をつかんで持ち上げた手は


    		そして、兄弟たちは？


    		新しい家族


    		近やってきたもの、が私の前に現れ、私の耳に触れ、その鼻を私の鼻に近づけました。


    		した、遊び、楽しむだろう！ 私は家と家族を見つけました


    		初めて泣いた夜、私を慰めたオスの匂いはもっと大きく、頭には暗くて短い毛がありました。彼は母犬の香りを撫で


    		影との出会い


    		う尾を持っていました。二本足の子犬が彼女に近づいて行きましたが、彼女の視線は私に注がれていました。彼女はゆっくりと歩み寄ってきました。彼女は私の母ではありませんでしたが、私と同じくらい四つん這いで歩いていました！私は彼女に近づくことを決意し、彼女もまた私に向かってゆっくり歩み寄りました


    		私の周りを一回りして、その後、濡れた鼻で私をくまなくかいで、地面に座りました。おそらく私が気に入ったのでしょう！だから私は彼女の周りを走り回って少し遊びまし


    		たが、彼女は動きませんでした


    		足の間に寝そべりました。彼女は私をそのままにしてくれました。私は日々新しいことを学び


    		はおとうさんが私を呼ぶと、私は尾を立てて振り向き、どこに


    		いてもすぐに走り寄りました。彼らの手にはいつも美味しいものがあり、愛撫も受けられることを確信していました。


    		トリックを聞き入れました。そして、私は彼女が私たちの周りにいる誰にでもどのように紹介してくれたか、そのことに非常に誇りを感じました。


    		その足のもつれから、白い毛の雲が立ち上がり、その猫は私たちから離れるべきだと理解しました。


    		疥癬


    		れない、と言っていました。私は彼らが言っていることの多くを理解していませんでした。ただ、大きな不快感を感じ、それを解決する必要があることだけを知っていました


    		呼んで背を向ける人もいました。私は床にもおしっこをしてしまいました…


    		もし父や母が一緒にいなかったら、私は恐怖で死んでしまうかもしれないと思いました


    		私は悲しかったです。帰り道


    		母が水でいっぱいの洗面器で私を洗うときは楽しかったです。石鹸は少し臭いましたが、それも私を良くさせるためかもしれないと思いました。彼女は私に対してとても忍耐強く、私が泣くのを聞いたり、家の壁に擦り付けてかくところを見たりすると、いつも私をなでて慰めてくれました。


    		は私の背中にふっくらと生え


    		。しかし、彼らには吠えませんでした。ただ風を受けながら、フェンスに制限された場所まで彼らを追いかけていました。母が最初に家に帰ってきて、私と影に与える良いものをいつも持っていました。愛撫と、静けさの中で風が葉の間を吹き抜け、星々が空を覆うときのような声でした。


    		成長するにつれて学び


    		本当に楽しかったです。食事の時間になると、母または父が私とオンブラのためによく温かい食事を持ってきてくれました。私はそれが大好きでした。オンブラはよく私のボウルから食べ物を盗んでいました。彼女はいつも食欲旺盛で、そのために巨大になり、あまり走りませんでしたが、私は彼女をとても愛していました！


    		父がリードを持って近づいてくるのを見ると、私とオンブラは夏には私たちの毛をブラッシングして涼しくしようと する森への散歩に連れて行ってくれることを理解しました


    		、私はそれをとても楽しんでいます。私のお気に入りの場所は家のドアの近くで、彼女が家の中で何をしているかの音が聞こえる場所です。彼女が外に出るたびに、どこに行くにも一緒に付いて行きます。服を干すために外に出る時も、植物に水をやるために外に出る時も、ローズマリーの小枝を取るために外に出る時も、それは私の食事にも使われます。


    		彼女が私と話すと、私は尻尾と目で返事します。私は母が私を理解していると確信しています


    		彼が「トラクター」と呼ぶ大きな鉄の箱の後ろを走り、彼が植物に水をやったり、冬のために薪を積み上げたりするときに彼と一緒にいます。彼はあまり話しませんが、私たちが互いを理解するには一目で十分です。そして、彼が美味しいサラミのピザを朝食に取ると、必ず私のために美味しい一片をくれます。私は皆からとても愛されていると感じて幸せです！


    		そして彼女がやって来る


    		その昆虫は他のものと変わりませんでしたが、私にとっては本当に違いがありました。ゾンザパッパ（悪名高いと言われる名前）という名前でした。それは他の犬にも同じことをしてから私を刺しました


    		母は常に新しい離乳食を考え出し、自分の手で私に食べさせました。「お願い、ちょっと食べないとね、暑いから食欲がないかもしれないけど、頑張ってね！」と言いながら


    		ある日、私が見たこともない大きな鉄の箱がやってきました。私はとても疲れていて、それにもかかわらず吠えませんでした。母がゲートを開け


    		、男性と一緒に近づいてきました。「宝、これは犬の医者よ。あなたを良くしてくれる ために来たの。」と彼女は微笑みながら言いました。母は私を抱きしめ、その男性が私の足に針を刺す時、私の頭を彼女の頭に寄せました。彼は私の血の一部を採取して検査し、治療に必要な薬を見つけるためでした。私はただの大きな渇きを感じました。母は


    		庭の中にある噴水から水を飲ませる習慣をつけました。その冷たい水は、私に少しの安らぎをもたらしてくれる唯一のものでした。


    		母は私に白い小さな丸いものを与えて、「錠剤」と呼びました


    		は間違いなく私のためになると理解しました。そして、父が私に見知らぬ装置を持って近づいてきました。母は家に戻り、私たちを一人にしました。私は恐れることはありませんでした、彼らを信じていました。父は私の首の皮膚を指でつまみ、強いつねりを感じましたが、動きませんでした。


    		私は父が何回私に注射をしたかわかりません。私は喜んで耐えました。母は毎日美味しいご馳走を準備してくれました。パスタとソース、そしてチーズは最も望まれるご褒美でした。夏が終わり、私は本当に良くなったと感じました


    		レオの別れ


    		さがらせました。彼らは道路にいて、まるで飼い主がいないかのようでした。彼らが自由であり、私が囚人であると言う時に


    		。私は彼女を深く愛していました


    		彼は大部分の毛を失い、とても痩せていました。私は彼とはあまり関係がありませんでしたが


    		言いました。「おお、スペクター、君は『橋』と呼ばれる場所を知っているだろうか？」彼の声を聞いたことがなく、驚きました。「もうそんなに生きられないんだ、すべてが痛い… そして、誰かがこの場所について言及していたのを聞いた。そこに待つと言う…」私は彼が何を言っているのか理解できませんでした。「聞いたことがない…」


    		ともかく、私は明日その『橋


    		の地球にはもう数日しかいないし、ここで死ぬつもりはない！」彼の言葉を聞いて言葉を失いました。そして、なぜ彼が具合が悪いのに家を離れたがっているのか疑問に思いました。私ならば、安心のために母を求めるだろう、「橋


    		雪とクリスマス


    		夜を、空から降りてくるこれらの冷たくて濡れた雪片と遊びながら過ごしました。私の足が信じられないほど柔らかさの中に沈むのを感じながら


    		二足歩行の家族は走り回り、遊び始め、私も一緒に遊びました。彼らは雪を拾い、投げ合い、笑い、本当にパーティ


    		ーを楽しんでいました。雪が再び降り始め、静かに降り続けている中、夜にすでに落ちていた雪に加わりました。最も活発なマッテオが手で雪を持ち上げ始め、私は彼の周りで狂ったように跳びました...


    		生忘れない日でした、私は本当に幸せを感じました。数日後、マッテオはポーチの下に大きな大きな鉢を置き、母は歌を歌いながらそれを装飾しました、たくさんの色とりどりのもので。私は彼女の周りを蜂のように飛び回り、彼女が何をしているのかを理解しようとしました。


    		「これがクリスマス、スペクトル！」と母は言いました、私の頭の中の無数の質問に答えるように。「そして、今年からは外で木を飾ることにしました、せめてあなたも祝えますように！


    		その後、母が私とオンブラに赤いリボンのついたボウルを持ってきて、いつもより美味しいごはんを入れてくれました。そう


    		て踊っているようでした。母と父は上着を着て、帽子を被って家から出てきました。母は私の方に来て、父はオンブラの方に行きました。


    		「心配しないで、宝物。花火なの、お祝いするための花火よ。飾り付けられた木や赤いリボンのボウルと同じようにね！」


    		帰還


    		彼女と一緒に過ごす時間がますます増えていました。私た ちは芝生に座り、彼女の愛撫が私を本当に幸せで愛されていると感じさせました。彼女 は私の中心であり、私の基準でした。彼女は二本の足と尾すら持っていませんでした！ そして、彼女と一緒に父がいると、笑い声が増え、私を触る手が不思議なことに4つになり、私の喜びは倍増しました


    		。オンブラはほとんどいつも 一人で過ごし、彼女の名前を呼ばれても走らないか、実際は...彼女は全く走りませんでした！すべてがうまくいっているように見えましたが、気づかないうちに私は再び食欲を失い始めました。


    		母はいつものように私を養うためにキッチンに立ち、彼女の手で私を養っていました。しかし、日が経つにつれてますます食欲がなくなっていきました。そして、目も焼けるようになりました。そこで、父は私の目をティッシュで拭き、朝晩目薬を差しました。しかし、受けるすべての愛情も私の心から恐怖を取り除くことはできませんでした。す


    		べてが再び始まるのではないか、そして病気が戻ってきて私を落ち込ませるのではないかという恐れがありました。いつも警戒しているようにしていました。母が庭を回ったり、マッテオがトラクターや鍬で作業するときの周りを歩いたりするときは、彼らについて行きました。


    		一人になることはありませんでした、ただ彼女が水を止める時以外は。何千もの愛情、何千もの言葉、何千もの注意


    		そして、私の嘆きは悲しみと絶望に満ちて高く響き渡りました。その音が私自身がその音を出しているかのように聞こえるのを聞きながら、私はそれを聞き入れ、そしてその音を聞くことで少し安心し、内なる平穏を見出しました。


    		さようなら


    		私が一人のとき、本当に気が滅入っていましたが、その後


    		再び医者が缶の箱とカバンを持ってやって来ました。


    		で、歯も本当に大きいからです！


    		私が知らない言葉の音を聞き


    		ながら、医者の診察の結果が良くなかったことを理解しました


    		私はマッテオが私の永遠の休息のために私の寝床を準備してくれたことを知っていました。彼は汗をかきながら固い土地を掘っていました。それが私をとても慰めました…


    		橋


    		私は死者の王国の扉のすぐ手前まで到達しました、そこは虹の橋と呼ばれる場所でした


    		それは、私たち犬や猫、ウサギ、そして他のすべての人間に喜びと幸福をもたらした動物が調和の中で暮らす場所です。ここでは常においしい食べ物があり、多くの小川や泥の池があり、泳ぐことができます。そして快適で柔らかい避難所があります。


    		と感じることがあります... 虹の橋の入り口まで走って行って、そこから地平線を見つめることを強く望むことがあります。そして、時々、嵐の後に虹が現れると、大声で吠えることがあります。そうすれば、地上で私の二足歩行の母が私の声を聞くことができると確信しています。


    		ある日、友達のバックが突然目を覚まし、耳を立てて吠えました。彼はその強い足で急


    		いで天国と分かれる丘へと走って行きました。


    		索引


    		2024年3月印刷完了
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